
至誠館大学 進路支援委員会

卒業生アンケート調査報告書
～２０２２年度～

目的
至誠館大学の学士課程（学部）教育について、カリキュラム編成、授
業方法の改善・充実に反映させること

対象 2019、2020年度に至誠館大学を卒業した学生

調査方法 インターネット（Google form）によるアンケート調査

配布・回収期間 2022年11月10日～2023年1月31日

集計対象数 25名

回収率 9.3％（萩キャンパス：38.9％、東京キャンパス：4.7％）

分析方法 単純集計（割合）
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Shiseikan University１．分析結果
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１．回答者の性別 ２．所属していた専攻
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44.0%

スポーツ健康福祉 子ども生活学

ビジネス文化（萩） ビジネス文化（東京）



Shiseikan University２．分析結果
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１．あなたは現在、職業に就いていますか（n=25） ２．現在の職業を教えてください（複数）（n=23）

92.0%

8.0%

就いている（非常勤・パート、アルバイト含む）

就いていない
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4.0%

4.0%
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4.0%

その他

その他のサービス業

卸売業・小売業

製造業

教育・学習支援業

建設業

児童福祉施設（保育所以外）職員

宿泊業・飲食サービス業

障害者福祉施設職員

生活関連サービス業・娯楽業

中学校教員

技術サービス業



Shiseikan University３．分析結果
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４．大学における学びは、現在の仕事に役立っていると思いますか。（n=23）
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30.4%

26.1%

21.7%

17.4%

13.0%

17.4%

13.0%

4.3%

課題探究のための知識

様々な文化を理解するための知識

論理的に物事を考える力

コミュニケーション力

主体的な行動力

チームワーク

誠実な態度

とても役に立っている 役に立っている あまり役に立っていない 全く役に立っていない

３．あなたは大学で学んだことについて、どの程度満足していますか（n=25）

48.0% 44.0% 8.0%

満足 やや満足 やや不満



Shiseikan University４．自由記述（意見・要望）
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至誠館大学に入学して様々な経験ができました。大学で学んだことをもっといかして頑張りたいと思います。大学に感
謝しています。

まず、人と会話するのが苦手だった私でしたが大学の仲間や先生方を通してコミュニケーション能力が身についたと
実感しています。大学中に学びたかったことは礼儀作法、テーブルマナーなどの授業があったなら受けたかったで
す。

学生生活の中で忍耐力、コミュニケーション能力は社会人となった今、大変力となっています。特に人間性という部分
で至誠館大学には感謝しております。

自然に囲まれ、少人数授業が多かったので先生との距離が近く関わりやすい印象がとても強かったです。関わりやす
いからこそ、様々な意見を出したり求めたりできる為それがこの大学の強みだと感じています。多くの先生方にとても
良くして頂いたので私の中ではあまり大学に対して不満等はありませんでした。

思った通りにいい単位で卒業出来ました。

外国人友達がいっぱい、作りました。

至誠館大学入から卒業まで色々事学びました。卒業まで学校と先生たち皆んなさん色々助けてもらいました本当にあ
りがとうございます。大学で学んだ事で私の将来に良くなると思います。

教員としての知識や教員の専門教科だけでなく、特別支援のことについて詳しく学びたかった。

感謝しかないです

恩師である先生に出会えたこと。

人生の中に色々な経験が積むことが出来ました。


